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エコアクション２１ 環境経営レポート
対象期間 2022年4月1日～2023年３月31日



１） 事業者名及び代表者氏名

長尾工業有限会社

取締役社長 長尾 成人

２)  所在地

〒473-0914

愛知県豊田市若林東町下外根8番地4

３) 連絡先

 長尾 成人

TEL ： 0565-52-1420

FAX ： 0565-54-4001

E-mail ： nagao@nagaokogyo-yu.co.jp

４)  事業の概要

自動車部品の製造

（プレス加工・溶接・組立・検査までの一貫生産）

１．組織の概要

５) 事業規模

・ 創 立 1959年（昭和34年）

・ 資 本 金 1,000万円

・ 従 業 員 28人（’23年5月現在）

・ 主要製品の生産量 1,451ｔ

（’22年総生産量 金属・鉄）

・ 事業所の延べ床面積 2,710㎡ 

２．対象範囲（認証・登録範囲）,レポートの対象期間及び発行日

対象組織 ： 本社・工場

対象活動 ： 事業の概要と同じ

対象期間 ：   2022年4月～2023年3月

作成日 ： 2023年 5月28日



（１）事業内容

・事業活動の内容

　自動車部品の製造　（プレス加工・溶接・組立・検査までの一貫生産） 

（２）・事業を取り巻く状況

　自動車業界は、100年に一度の大変革期といわれ事業再編が行われている。

　経済のグローバル化が進行し、お客様の商品や企業に対する意識も変化 してきており、

企業に期待される社会的責任の領域が広がってきている。 

（３）・取引先の要求

　法令の遵守・社会規範の尊重、環境への配慮をした経営が期待され、

　環境経営システム体制を構築した環境活動を要求されている。

・受注競争の激化（仕事量の減少） ・顧客要求に応えることにより ・各資源、省エネの推進

・多品種少量発注など、顧客要求の 　信頼性向上（コスト、品質） ・顧客との環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ推進

　変化への対応 　

・特定の個人しかできないモノづくり ・省エネによる競争力向上

・売上比に対する電力使用量の低減 ・工程の見直し、変更

・電気使用量削減

代表者による経営における課題とチャンスの明確化

課題 チャンス 環境経営方針

外部

内部

環境経営目標・活動計画



取締役社長　　長尾　成人

やさしい企業経営を自主的積極的に推進します。

１．当社に、適用される法規制、当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

　①省エネルギーに取り組み二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。

　②事業活動で発生する廃棄物排出量の削減を行うとともに、リサイクルの推進をします。

２．環境経営システムを運用するに当たり、具体的に下記の取り組みを展開します。

３．本環境経営方針を全社員に周知し、環境経営のシステムの継続的改善を進めます。

当社は、プレス・溶接事業活動等において、環境に影響する業務があることを認識し、

長尾工業有限会社

3．環境経営方針

　⑤環境保全に関する地域社会との連携を促進します。

改定日　2021年　1月13日

制定日　2010年　9月22日

　③節水に努め、水使用量の削減をします。

　④環境保全につながる加工・製造を促進します。

環境経営システムを構築・運用・維持し、環境経営の継続的改善により、地球環境に



2021年度

前年度(基準年度）

総量 kWh 321,141 311,507 301,873 292,238

原単位 kWh/ton 334 324 314 304

CO2排出量 kg-CO2 151,579 147,032 142,484 137,937

総量 L 196 190 184 178

原単位 Ｌ/ton 0.20 0.19 0.19 0.18

CO2排出量 kg-CO2 455 441 428 414

総量 L 60 58 56 55

原単位 Ｌ/ton 0.06 0.06 0.06 0.05

CO2排出量 kg-CO2 155 150 146 141

総量 L 418 405 393 380

原単位 Ｌ/ton 0.43 0.42 0.40 0.39

CO2排出量 kg-CO2 1,041 1,010 979 947

総量 kg-CO2 153,229 148,632 144,035 139,438

原単位 kg-CO2/ton 159.45 154.67 149.88 145.10

総量 ㎏ 920 892 865 837

原単位 ㎏/ton 0.96 0.93 0.90 0.87

総量 ㎏ 8,995 8,725 8,455 8,185

原単位 ㎏/ton 8.00 7.76 7.52 7.28

総量 ㎥ 470 456 442 428

原単位 ㎥/ton 0.49 0.48 0.46 0.45

総量 ton 516 501 485 470

原単位 ton/ton 0.54 0.52 0.51 0.49

弊社は化学物質の使用はありません。 原単位の母数を売上高から生産量に見直ししました。

▲ 3%

▲ 3%

▲ 3%

▲ 3%

▲ 3%

▲ 3%

▲ 3%

▲ 3%

▲ 3%

2022年度 2023年度

削減%（基準年度比） 削減%（基準年度比）

▲ 6%

金属

スクラップ

地域貢献

水使用量

の削減
水の使用 上水

環境保全につながる

加工・製造の推進

廃棄物

排出量の

削減

一般廃棄物

軽油化石燃料の使用

ガソリン

灯油

紙ゴミ

目標種別 単位環境経営方針 特定環境負荷 ｴﾈﾙｷﾞｰの種類

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

低

減

二酸化炭素

電力の使用 購入電力

2021年度生産量    961ｔ 原単位：生産量 1tonあたり購入電力の二酸化炭素の排出係数は中部電力の平成29年度の調整後排出係数（0.472kg-CO2/kWｈ）を使用した。
4．環境経営目標　　　

2024年度

会社周辺の清掃　1回/月

年間の削減目標

削減%（基準年度比）

産業廃棄物 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

二酸化炭素の排出

▲ 6%

▲ 6%

▲ 6%

▲ 6%

▲ 6%

▲ 6%

▲ 6%

▲ 6%

▲ 9%

▲ 9%

▲ 9%

▲ 9%

▲ 9%

▲ 9%

▲ 9%

▲ 9%

▲ 9%



環境経営目標 取組むべき事業活動 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1.事務所・工場内の照明をする 計画

　　こまめな蛍光灯消灯・休憩時消灯 実績 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2.エアコンで冷房する 計画

　　スポットクーラーの蓋閉め 実績 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3.ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰで空気を圧縮する 計画

　　昼休みのｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ停止・ｴｱｰ漏れ対策実施 実績 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1.社用車で製品を運搬をする 計画

　　共同物流による改善 実績 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1.ﾄﾗｯｸで製品を運搬する 計画

　　共同物流による改善 実績 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1.ｽﾄｰﾌﾞで暖房する 計画

　　灯油使用の低減 実績 〇 〇 〇 〇 〇

1．電力、化石燃料使用量の削減 計画

　　 実績 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1.資料を印刷・ｺﾋﾟｰをする 計画

　ﾐｽｺﾋﾟｰをなくす。裏面ｺﾋﾟｰの使用。 実績 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2．廃棄物を減らす 計画

　　焼却でなくﾘｻｲｸﾙ業者で処理する 実績 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1．廃棄物を減らす 計画

　　ゴミの分別・家庭ゴミの持ち帰り 実績 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2．製品や材料の運搬に木を使う 計画

　　自社で処分するのではなく返却する 実績 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1.ﾄｲﾚや手洗いで水を使用する 計画

　　・掲示物により節水の意識を高める 実績 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1．歩留まり改善を実施し、ｽｸﾗｯﾌﾟの 計画

　　排出量を減らす 実績 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1．会社周辺の清掃 計画

実績 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

環境管理

責任者
長尾 長尾 長尾 長尾 長尾 長尾 長尾 長尾 長尾 長尾 長尾 長尾

環境経営方針

5.環境経営計画
作成 承認

計画承認年月日
長尾成人 長尾成人

’22年 3月20日

特定環境負荷
2021年度環境目標

点検方法 担当部署
日程計画/進捗確認・評価（○：予定通り実施　△：一部未実施　×：未実施）

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

低

減

電力の使用

電力の使用量を

前年度比

3％削減する

遵守確認 全社

化石燃料の使用

ｶﾞｿﾘﾝの使用量を

前年度比

3％削減する

報告

製造

軽油の使用量を

前年度比

3％削減する

報告

灯油の使用量を

前年度比

3％削減する

遵守確認

二酸化炭素の排出

二酸化炭素排出量を

前年度比

3％削減する

－ 全社

廃棄物

排出量

の削減

一般廃棄物

一般廃棄物の排出量を

前年度比

3%削減する

遵守確認

事務所

遵守確認

産業廃棄物

産業廃棄物の排出量を

前年度比

3%削減する

遵守確認

製造

遵守確認

水使用量

の削減
水の使用

水の使用量を

前年度比

3％削減する

遵守確認 全社

活動計画実施状況評価 評価

環境保全につながる

加工・製造の推進

金属スクラップの

排出量を前年度比

3%低減する

報告 製造

地域貢献 報告 全社



環境経営目標

・工場内（製造）は昼休み,常灯ヵ所以外は消灯。事務所も蛍光灯消灯。 推進責任者

・休憩時、機械から離れるときは機械ごとの蛍光灯を消灯と1次側エアーコック閉。 各社員

・工場内（製造）は昼休みはスポットクーラーの電源オフ。 製造推進責任者

・無人の場所のスポットクーラーの蓋閉めをこまめに行い、エアコンの負荷を上げずに冷却効率をよくする。 各社員

・昼休みはコンプレッサーの電源オフ。 代表者

・デマンド装置設置による電力使用量監視実施。 代表者

・共同物流の実施により社用車使用を最低限に抑える。 代表者

・社用車による通勤使用の禁止。

・共同物流の実施によりトラック使用を最低限に抑える。 代表者

・プレス職場の暖房を石油ストーブから電気ストーブに一部変更し、灯油使用量を削減。 代表者

・使用済みOA用紙の裏紙の再利用推進。 事務所

・電子印刷の活用によりOA用紙の使用を減らす。（紙で印刷せず、FAX、PDFﾌｧｲﾙを電子ﾒｰﾙで送信） 代表者

・古紙、ダンボールのリサイクル化。 全社員

・分別BOXを設置し、分別の徹底を図る。

・外部からのゴミの持ち込み禁止の徹底。

・私物ゴミの持ち帰りの徹底。

・廃材を利用した再生樹脂パレットの導入。（木くずを減らす）

・節水を呼び掛けるポスター掲示。

･加工不良の低減。品質確認をこまめに行ない、加工ミスを防ぎ、スクラップをださない。

・歩留まり改善を実施し、スクラップを減らす。

・駐車場周りの清掃実施。 全社

実施した取組内容

6.１　環境経営計画に基づき実施した取組内容

地域貢献

環境保全につながる

加工・製造の推進

金属スクラップの

排出量を前年度比

３%低減する

製造

全社員

水使用量

の削減
水の使用

ｶﾞｿﾘﾝの使用量を

前年度比

3％削減する

水の使用量を

前年度比

３％削減する

全社

廃棄物

排出量

の削減

一般廃棄物

一般廃棄物の排出量を

前年度比

３%削減する

産業廃棄物

産業廃棄物の排出量を

前年度比

３%削減する

環境経営方針 特定環境負荷
2021年度

担当部署

軽油の使用量を

前年度比

3％削減する

灯油の使用量を

前年度比

3％削減する

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

低

減

電力の使用

電力の使用量を

前年度比

3％削減する

化石燃料の使用



2022年　3月

長尾　成人

代表者 長尾　成人

全　　社　　員

担当者

柴田　和夫

代表者氏名　長尾　成人

EA21事務局

責任・権限

推進責任者

2F 製造

作成年月日

作成者

事務局

全社員

長尾　昭美

各部署

推進責任者 各部署

　代表者による全体の評価と見直し・指示、環境経営レポートの承認・発行

役　割

事務所

佐合　光代

1F 製造

工藤　由太

6.2　EA21実施体制図

長尾　昭美

　経営における課題とチャンスの明確化

　EA21取組みの実施

　環境経営システムの構築、運用、維持をする

　外部からの苦情受付と必要な対応及び結果の記録

　環境経営レポートの作成

　環境関連文書及び記録の素案作成、管理

　EA21取組みの実施、実施状況確認・記録等事務局への提出

　環境経営方針の作成、環境管理責任者の任命、資源の準備（人・設備・費用）



7．1　環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価
2022年度生産量 1,451 ｔ 原単位：生産量　1tonあたり

購入電力の二酸化炭素の排出係数は中部電力の平成29年度の調整後排出係数（0.472kg-CO2/kWｈ）を使用した。 2021年度生産量　 961 ｔ 原単位：生産量　1tonあたり

2022年度

基準年度 実績

総量 kWh 321,141 311,507 290,877 ▲ 9% 〇

原単位 kWh/ton 334 324 200 ▲ 40% 〇

CO2排出量 kg-CO2 151,579 147,032 137,294 ▲ 9% 〇

総量 L 196 190 237 21% ×

原単位 Ｌ/ton 0.20 0.19 0.16 ▲ 18% 〇

CO2排出量 kg-CO2 455 441 550 21% ×

総量 L 60 58 0 ▲ 100% 〇

原単位 Ｌ/ton 0.06 0.06 0 ▲ 100% 〇

CO2排出量 kg-CO2 155 150 0 ▲ 100% 〇

総量 L 418 405 377 ▲ 10% 〇

原単位 Ｌ/ton 0.43 0.42 0.26 ▲ 40% 〇

CO2排出量 kg-CO2 1,041 1,010 939 ▲ 10% 〇

総量 kg-CO2 153,229 148,632 138,783 ▲ 9% 〇

原単位 kg-CO2/ton 159.45 155 95.65 ▲ 40% 〇

総量 ㎏ 920 892 630 ▲ 32% 〇

原単位 ㎏/ton 0.96 0.93 0.43 ▲ 55% 〇

総量 ㎏ 8,995 8,725 1,730 ▲ 81% 〇

原単位 ㎏/ton 8.00 7.76 1.80 ▲ 77% 〇

総量 ㎥ 470 456 492 ▲ 5% ×

原単位 ㎥/ton 0.49 0.48 0.34 ▲ 31% 〇

総量 ton 516 501 609 18% ×

原単位 ㎥/ton 0.54 0.52 0.42 ▲ 22% 〇

弊社は化学物質の使用はありません。

原単位評価では22%低減。

3%

3%

3%

3%

3%

冬季の水道管の凍結防止で水を流していたことにより総量が増えた。

▲

▲

▲

▲

▲

削減%（対基準年度）

3%▲

▲

▲

3%

3%

2021年度 基準年度比

%
判定

共同物流が継続的にできており、ﾄﾗｯｸ使用がほとんどない。

活動は、順調である。次年度も継続実施。

二酸化炭素排出量を、前年度比9％低減することができた。

廃棄物

排出量の

削減

裏面コピーの徹底、文書の電子化（ペーパーレス）を実施。

原単位比では、前年度比18%低減できている。

使用総量を減らす工夫をしながら、次年度活動実施。

電気ストーブの使用を増やし、石油ストーブの使用を減らしている。

次年度も継続実施。

今年度は、軽油の給油が１年の内１度もなかった。

水使用量

の削減
水の使用

水の使用量を

基準年度比

3％削減する

地域貢献 1回/月

対象期間の削減結果

取組結果とその評価、次年度への取組内容

電力使用量を、前年度比9％低減することができた。

エアー漏れ対策として、エアー開閉コックを全設備に、設置。

不使用時はコックを閉じエアー漏れを大幅に低減できた。

二酸化炭素の排出

二酸化炭素排出量を

基準年度比

3％削減する

一般廃棄物

一般廃棄物の

排出量を

基準年度比

3%削減する

産業廃棄物

産業廃棄物の

排出量を

基準年度比

3%削減する

金属スクラップの

排出量を前年度比

3%低減する

ガソリン使用量が、総量で増えている。

対象期間の削減目標

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

低

減

電力の使用

電力の使用量を

基準年度比

3％削減する

化石燃料の使用

ｶﾞｿﾘﾝの使用量を

基準年度比

3％削減する

軽油の使用量を

基準年度比

3％削減する

灯油の使用量を

基準年度比

3％削減する

▲ 3%

目標達成：〇　目標未達成：×

仕事量が増え、ｽｸﾗｯﾌﾟ排出量が増加している。

環境方針 特定環境負荷 環境目標 目標種別 単位

環境保全につながる

加工・製造の推進



環境経営目標 取組むべき事業活動 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1.事務所・工場内の照明をする 計画

　　こまめな蛍光灯消灯・昼休み消灯 実績 〇 〇

2.エアコンで冷房する 計画

　　スポットクーラーの蓋閉め 実績 〇 〇

3.ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰで空気を圧縮する 計画

　　昼休みのｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ停止

（ﾀｲﾏｰ取付により消し忘れ防止）
実績 〇 〇

1.社用車で製品を運搬をする 計画

　　共同物流による改善 実績 〇 〇

1.ﾄﾗｯｸで製品を運搬する 計画

　　共同物流による改善 実績 〇 〇

1.ｽﾄｰﾌﾞで暖房する 計画

　　石油ストーブの使用を減らす 実績

1．電力、化石燃料使用量の削減 計画

　　 実績 〇 〇

1.資料を印刷・ｺﾋﾟｰをする 計画

　ﾐｽｺﾋﾟｰをなくす。裏面ｺﾋﾟｰの使用。 実績 〇 〇

2．廃棄物を減らす 計画

　　焼却でなくリサイクル業者で処理する 実績 〇 〇

1．廃棄物を減らす 計画

　　ゴミの分別・家庭ゴミの持ち帰り 実績 〇 〇

2．製品や材料の運搬にﾊﾟﾚｯﾄを使う 計画

　　樹脂ﾊﾟﾚｯﾄを使用し、木ｺﾞﾐを減らす 実績 〇 〇

1．ﾄｲﾚや手洗いで水を使用する 計画

2．漏水などないかの点検を実施する 実績 〇 〇

1．加工不良を減らし、スクラップの 計画

　　排出量を減らす 実績 〇 〇

1．会社周辺の清掃 計画

実績 〇 〇

環境管理

責任者
長尾 長尾

長尾成人 長尾成人
承認年月日

’23年 3月20日

7．2　次年度の環境経営目標及び環境経営計画　

環境経営方針 特定環境負荷
2022年度環境経営目標（暫定目標）

点検方法 担当部署
日程計画/進捗確認・評価（○：予定通り実施　△：一部未実施　×：未実施）

作成 承認

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

低

減

電力の使用

電力の使用量を

2021年度比

6％削減する

遵守確認 全社

化石燃料の使用

ｶﾞｿﾘﾝの使用量を

2021度比

6％削減する

報告

製造

軽油の使用量を

2021年度比

6％削減する

報告

灯油の使用量を

2021年度比

6％削減する

遵守確認

二酸化炭素の排出

二酸化炭素排出量を

2021年度比

6％削減する

－ 全社

廃棄物

排出量

の削減

一般廃棄物

一般廃棄物の排出量を

2021年度比

6%削減する

遵守確認

事務所

遵守確認

産業廃棄物

産業廃棄物の排出量を

2021年度比

6%削減する

遵守確認

製造

遵守確認

水使用量

の削減
水の使用

水の使用量を

2021年度比

6％削減する

遵守確認 全社

活動計画実施状況評価 評価

環境保全につながる

加工・製造の推進

金属スクラップの

排出量を2021年度比

6%低減する

報告 製造

地域貢献 報告 全社



長尾工業有限会社

作成日

作成者 長尾成人

評価 評価

年月日 年月日

廃棄物処理法 ・廃棄物処理業者との委託契約 ・委託契約書の締結 23/5/28 委託契約書 騒音規制法 （ｄB) ＊特定施設 23/5/28 届出書

・委託契約書・県知事許可証の 21/7/21 区域 昼間 朝・夕 夜間

　コピー入手と保管

・委託処理業者の処理状況の 23/5/28 適用事業場がすべきこと

　現地確認をする（1回/年） ①届出

昼間　 8時～18時 ②規制基準遵守

朝・夕　 6時～8時　　18時～21時 ③公害防止管理者、公害防止統括者の選任

・保管場所の確保と掲示板の掲示 ・掲示板の掲示の確認（60cm角以上） 23/5/28 夜間 21時～翌6時 騒音振動測定 11/4/25

・表示内容は廃棄法による 振動規制法 （ｄB) ＊特定施設 23/5/28 届出書

・廃棄物の飛散・流出・地下浸透しない ・飛散・流出・地下浸透の確認をする その都度 マニフェスト台帳 区域 昼間 夜間

・マニフェストの発行及び管理 ・廃棄物毎、処分事業所毎に発行の確認 発行時 マニフェスト台帳

・A票の保管 ・A票の保管の確認をする その都度 マニフェスト台帳 適用事業場がすべきこと

・B2票・D票は90日以内返却 ・B2票・D票は90日以内返却確認する その都度 マニフェスト台帳 ①届出

・E票は180日以内返却 ・E票は180日以内返却確認する その都度 マニフェスト台帳 昼間　 7時～20時 ②規制基準遵守

・不適切な処置は県知事に報告 ・不適切な処置は県知事に報告する その都度 夜間 20時～翌7時 ③公害防止管理者、公害防止統括者の選任

・A,B2,D,E各票は5年間保管確認 騒音振動測定 11/4/25

・A,B2,D,E各票は5年間保管 ・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の 22/5/28 業務用空調機器

　提出

・前年度の交付等状況を、翌年度の 21/5/28 第一種特定製品 23/5/28 点検票

　６月３０日までに毎年度提出 廃棄なし

家電ﾘｻｲｸﾙ法 ・引取業者への適切な引渡し ・購入店への引渡しをする 灯油の保管 表示の設置と198L以下の保管とする 23/5/28 自社管理

・ﾘｻｲｸﾙ料金の支払い ・収集運搬料・ﾘｻｲｸﾙ料金の支払い 現在なし 領収書 指定量の5分の1以下の保管 198L以下の保管タンク設置

・家電ﾘｻｲｸﾙ券の写し受領 ・家電ﾘｻｲｸﾙ券の写し受領の確認をする 消防設備点検の実施報告

・排出業者向け引取り確認（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ） ・家電ﾒｰｶｰへの引渡しの確認をする 事故時の措置の届出 23/5/28 自社管理

冷凍庫、電気洗濯機、・「廃冷媒の発生」は家電ﾘｻｲｸﾙ 油類の漏えい防止

衣類乾燥機 　　法に準じて管理・処理する

23/5/28 自社管理

自動車ﾘｻｲｸﾙ法 ・引取業者への適切な引渡し ・登録された引取り業者への引渡し確認 （鉛、水銀、カドミウム、６価クロム） 材料（資材・副資材を含む）

（使用済み自動車） ・ﾘｻｲｸﾙ料金の支払い（ﾘｻｲｸﾙ券） ・ﾒｰｶｰが定める3品目料金の預託証確認 現在なし 預託証明書 の管理 の使用禁止 における環境負荷物質の使用禁止・

・引取り業者より引取証明書の受領 ・引取り証明証の受領の確認をする 使用制限、使用削減と使用情報の管理

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ・ｽﾄｯﾌﾟ ｱ．事業者は従業員に対しｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ・ｽﾄｯﾌﾟ 23/5/28 自社管理

浄化槽法 ・保守点検　1回/3ヶ月 ・保守点検　1回/3ヶ月を確認する 23/5/28 浄化槽保守点検報告書 愛知県条例 をするよう指導しなければならない。 及び従業員への教育

　　業者　：　中部日化サービス㈱ 自動車の使用に伴う ｲ．駐車の用に供する面積が500㎡以上の

・法定検査（第11条検査）1回/年 ・法定検査（11条検査）1回/年 23/5/28 浄化槽法定検査結果書 環境への負荷の低減 駐車場の設置・管理者は、駐車場を

　　指定機関　：　愛知県浄化槽協会 利用する者に対してｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ・ｽﾄｯﾌﾟを

・清掃　1回/年 ・外観、水質、書類検査 周知するための措置を

・浄化槽清掃　：　東邦清掃 23/5/28 浄化槽清掃報告書 講じなければならない。

当社は、環境関連法規への違反、訴訟等はありません。

なお、内部・外部からの環境情報等の指摘はありません。

1.機械プレス（呼び加圧能力980kN以上）　17台保有

消防法

産業廃棄物処分業許可書

60

産業廃棄物管理票

2.空気圧縮機（7.5KW以上）愛知県条例（3.75KW以上）

簡易点検を3ヶ月に1回以上を実施する

65

フロン排出抑制法

60

’23年　5月28日

法の名称 法の基準・規制値 当社の遵守・管理項目

（三矢）

関係資料

2.空気圧縮機（7.5KW以上）愛知県条例（3.75KW以上）

8.環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

関係資料

優良事業者は現地確認不要

法の名称 法の基準・規制値 当社の遵守・管理項目

50

交付等状況報告書

ﾃﾚﾋﾞ（液晶・ﾌﾟﾗｽﾞﾏ含）

第3種区域

【特定家庭用機器】

定期点検の対象機器（7.5kW以上）なし

水質汚濁防止法 ｴｱｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ専用ﾄﾞﾚﾝ油分分離装置により

55

1.機械プレス（呼び加圧能力980kN以上）　17台保有

第2種区域1

駐車場へのｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ・ｽﾄｯﾌﾟ掲示版設置

環境負荷物質(SOC)の

Pb,Cd,Hg,Cr6＋含有量

ｴｱｺﾝ、電気冷蔵庫及び

廃棄時に回収依頼書もしくは、委託確認書を交付（3年保管）

弊社が納入している部品、環境負荷物質SOC4



作成者　：　代表者

作成日　：　2023年　5月28日

１．環境経営目標とその達成状況 ４．外部からの苦情等の受付結果

　2022年度は、カーボンニュートラル推進のため、電力量のさらなる低減アイテムとして 　　外部からの環境情報等の指摘はありません。

エアー漏れ削減のため全ての加工設備の１次側にエアーの開閉コックを取付け、非稼働時に

コックを閉じエアー漏れを減らした結果、電力量使用量を大幅に低減することができた。 ５．問題点の是正予防報告書

人の手に届くところに取り付けたことにより、手軽に開閉でき従業員の協力を得て 　　特になし。

成果をだすことができた。

　今年度は、コンプレッサーのタイマー機能を活用し、人によるコンプレッサーの昼休みの消し忘れ防止や ６．利害関係者等の環境情報

１台稼働に取り組み、電力量のさらなる低減に取り組む。 　　特になし。

２．環境経営計画の実施状況

　　計画通り活動ができていると感じています。

３．環境関連法規の見直し・遵守状況

　　現在環境関連法規で違反はありません。

４．代表者による変更の必要性

１）環境経営方針の変更 有 ・ 無

２）環境経営目標の変更 有 ・ 無

３）環境経営計画の変更 有 ・ 無

４）実施体制の変更 有 ・ 無

代表者による見直しに必要なコメント

9.代表者による全体の取組状況の評価及び見直し・指示


